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～10-5Mで理論値に近い 28～30mV/pCの起電力を示した。共存するMg(Il),Ca(Il), Sr(Il), 

Ba(Il), K( I ), Cr(Ill), Mn(Il), Co(Il), Ni(Il）および Zn(Il）は等濃度で共存していても数

%以内の誤差で測定できた。それは電極に対する各イオンの応答性の差に基づくものであろう。

Al(Ill）は少し妨害を示したが， pHを 3.8に下げ Cd(Il）と Al(Ill）との共沈をさけること

によりその影響はほとんどなくすことができた。共存イオンの影響を避けるため EDTA滴定を

行なったが，電位差測定法に優る結果は得られなかった。

分足lj滴定では，アンモニウム塩緩衡液で試料液の pHを 9～10.5にしたところ， Cd(ll）と

Mg(Il）あるいは Cd(Il）と Ca(II）をそれぞれ数%以内の誤差で分別定量できた。それは各イ

オンの EDTAに対する条件定数の差が大きいからであろう。

定電流電量滴定による有機酸の微量定量

鹿島哲，内田美佐，長井恵子，野崎文江

（日本薬学会第96年会 (1976年） 4月で発表）

〔目的〕 定電流電量滴定法によって，微量の有機酸および有機酸と無機の強酸との混合物の分別

定量を 5ケタの数字で直接μ当量が表示される装置を使ってその定量を検討する。

〔方法〕 Metrohm社製クーロスタット E524にインパルスマット E473とpH計またはタイ

トレーターE526を接続し，発生セルに lM硫酸ナトリウム，反応セルに 0.02～O.lM硫酸ナ

トリウムを入れ，セルの周囲に 25°Cの定温水を循環させると同時に，窒素ガスを反応セルの溶

液中に通じながら数 mAの定電流を流し，発生する OH司で試料の酸を滴定し，中和滴定曲線

を求め終点の pHを決定した。その pHの値をインパルスマットまたはタイトレーターに設定

し，各試料を電量滴定したときの μ当量数をドジプリント E533で記録した。滴定のたびごと

に白金電極をアンモニア水で洗い，また当量点付近では電解電流を小さくして再現性を高めた。

〔結果〕 100～300 μ当量の酢酸，安息香酸，パルピタール，シュウ酸，酒石酸， 0－フタル酸，

フマル酸，マイレン酸，マロン酸およびクエン酸を 0.06～0.5%の標準偏差で滴定することがで

きた。シュウ酸，酒石酸， o－フタル酸およびフマル酸の第1当量点は不明瞭なので第2当量点

で定量した。マレイン酸およびマロン酸は第1当量点および第2当量点のし、ずれを使っても同程

度の誤差で定量できた。クエン酸は第3当量点、のみが明瞭なのでそれを使った。塩酸とマレイン

酸および塩酸とマロン酸の混合物は，その第1当量点つまり塩酸のみの終点は不明確で，第2当

量点で、つまり塩酸と有機酸各1当量の合計が，第3当量点で2種の酸の合計が標準偏差1%以内

で定量することができた。

カドミウム中毒とアルカリホスファタ｛ゼ活性

高橋和子，小林静子 労衛研・木村正己

（第96回日本薬学会昭和51年4月7日発表〉

〔目的〕 カドミウムを含んだ飲料水をラットに投与すると，経時的に，腎＞肝＞すい臓の順に
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